
講 座 概 要

講 座 概 要　太古の昔、私たちが住んでいる新潟県は火山活動が活発な場所で、その痕跡は県内３ジオパークの
「石」や「化石」に見ることができます。糸魚川ジオパークの石灰岩の山は火山島のサンゴ礁、佐渡ジオ
パークの斜めに傾いた地層面は隆起した海底、苗場山麓ジオパークの巨大な石の崖は火山噴火で溶岩が流
れ出た跡です。もう一つの新潟県の特徴として、「フォッサマグナ」と呼ばれる日本列島を東西に分ける
大きな溝の存在があります。この大きな溝は、日本列島全体が大きく動いていることの「証(あかし)」
で、糸魚川ジオパークの東部や苗場山麓ジオパークは、この「フォッサマグナ」の中に位置しています。
　この講座では、県内３ジオパークの「石」について解説しつつ、実際に、糸魚川ジオパークの現地から
採取した「石」を手に取ることで、「石」が持つ魅力や「石」に秘められた太古の地球の営みに思いを馳
せます。

講 義 題 目 講　　義　　内　　容 講　　師日　　　程

自然科学系（理学部）
教　授　松 岡　　 篤

フォッサマグナ
ミュージアム
学芸員　茨 木　洋 介

自然科学系（理学部）
教　授　松 岡　　 篤

県内３ジオパークに見られる多様な地層や岩
石を紹介します。その地質学的な特徴と歴史
を知ることで、ジオパークによって異なる
「石」に対する理解を深めます。アンモナイ
トや放散虫など､「化石」も登場します。

糸魚川ジオパークの現地で採取した「石」を
手に取って、感触や色の違いなどから、
「石」が持つ魅力を皆さんと一緒に考えま
す。また､「ヒスイ」の見分け方を伝授しま
す。

(前半：約40分）
｢石」のお話を
聞こう！

(後半：約80分）
｢石」を手にとって
みよう！

７月22日（土）
13：00～15：00

　世界農業遺産に認定されている佐渡市では、トキの放鳥とともに、生き物のための生息環境を作り出す
ため、農薬や化学肥料の使用を減らした米の栽培に取り組んでいます。しかし、平野部の水田に加えて、
山間部の棚田も多い佐渡市では、人手と手間が人一倍かかる減農薬・無農薬化された米の栽培を広げてい
く上で、中山間地域特有の「農業の担い手不足」が課題となっているのも事実です。
　この課題を解決していくために、新潟大学では佐渡棚田の農業生産者や農機メーカー、アルビレックス
チアリーダーズ、大手通信会社等10機関でコンソ―シアムを形成し、共同で、棚田での米の栽培に人手の
かからないスマート農業を導入する取り組みを2022年から始めました。本講座では、その取り組みの全
体像と今後の展望を紹介します。

講 義 題 目 講　　義　　内　　容 講　　師日　　　程

■ Zoomの受講では、講義時間中に音声通話とメッセージによる質問を受付けます｡
 音声通話で質問をご希望の方は、マイク等を備えた機器が必要です。

■ 配信期間中（９月１日(金)まで）は、メール等でも質問を受付けます。

社会連携推進機構
准教授　高 島　　 徹

佐渡市丸山にある棚田を舞台に、新潟大学を
含む産学官10機関が連携して取り組んでい
るスマート農業の産地形成実証プロジェクト
について、①減農薬・無農薬化の取り組み、
②棚田急斜面の草刈り作業のロボット開発、
③スマート農業に触れ合う地元高校生の姿な
どを紹介します。

棚田のスマート農業
in 佐渡

【Zoom】
７月29日（土）
13：30～15：00

【YouTube】
８月２日（水）
配信予定

７月29日（土）の講義録画を配信します。

親子で体験　県内３ジオパーク
｢みんなの石｣ (対面講座)3 新潟大学ＤＥＳＩＧＮ－i(デザイン・アイ)の紹介

：棚田のスマート農業 in 佐渡丸山棚田
～地域イノベーションプロセスの新たなかたち～
(オンライン講座)
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